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	応用
	抗原情報
	背景
	ホスホイノシチド依存性キナーゼ1（PDPK1、PDK1）は、PI 3-K/Aktシグナル伝達経路の機能に不可欠なセリン/スレオニンタンパク質キナーゼです。PDK1とmTORC2は共にPKB/Aktをリン酸化および活性化し、成長因子やインスリンシグナル伝達などの刺激に対する細胞応答を確実にします。AktはPDK1の主要なエフェクターです。
	研究分野
	PI3K-Aktシグナル伝達経路、mTORシグナル伝達経路
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	MCF-7 (1)、Hela (2)、K562 (3)、U937 (4)、A549 (5)、NIH/3T3 (6)、Jurkat (7)、PC-12 (8)、およびCos7 (9)細胞溶解物に対するPDPK1マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	PDPK1マウスmAb（緑）を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	PDPK1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した A549 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	PDPK1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト膀胱癌組織の免疫組織化学分析。

